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読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１１年 ９月 １日

ＮＯ ８５１

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）き ず な
井原市議会９月定例会

９ 月 ５ 日 に 開 会
一般質問は７日、８日、９日

８月３０日、井原市議会議会運営委員会（乗藤委
員長）が開かれ、井原市議会９月定例会の日程を確
認し、９月５日に開会、２６日までの２２日間とす
ることを決めました。

一般質問は７日、８日、９日の３日で１２議員が
質問することになっています。

一人でも多くの方が議会傍聴においでください。
議会日程は２面右下にあります。以下、質問項目

を質問順にお知らせいたします。

上野 安是議員

１．行政改革に対する今後の取り組みについて
２．市内に総合的な福祉施設を整備しては

河合 建志議員

１．井原市職員の給与について
２．天神峡の実情に即した対応について

川上 武徳議員

１．水道料金体系の統一について
２．いじめや不登校について

川上 泉議員

１．第５期介護保険事業計画策定について
２．雇用確保について
３．教育現場の課題とその対策について

坊野 公治議員

１．定住促進について

鳥越孝太郎議員

１．東日本大震災を教訓として学ぶべき事は何か。
広域災害にあって近隣自治体の果たすべき役割と広
域防災体制について ＞＞＞

７日の一般質問

＞＞＞

２．「自治体クラウド」の導入による行政事務効率
化とコスト削減の電子自治体基盤づくりについて

佐藤 豊議員

１．介護ボランティアポイント制度について
２．ＩＣＴ・テレビを活用した高齢者見守りについ

て
３．小学校・中学校での救命救

急講習会の実施について
４．ＥＭ菌の活用による環境浄

化の取り組みについて

乗藤 俊紀議員

１．井原市の基幹系システム利用と今後の対応につ
いて

簀戸 利昭議員

１．井原鉄道への支援について

森本 典夫議員

１．医学奨学生育成の観点から奨学金制度の導入を

以前にも医学生に対する奨学金制度の導入を提言
したことがあります。井原市民病院での医師確保の
観点から、改めて、中・長期展望にたって奨学金制
度の導入を考えてはどうですか。

６月２１日付けの中国新聞に「尾道市の医学奨学
生定員の倍４人採用 医師確保に必要と判断」とい
う見出しで奨学金制度について報道されていました。
予算は９６０万円です。大変参考になるのではない
ですか。

２．学童保育施設の耐震診断と耐震工事の実施を。
また、学童保育指導員の増員を

井原市では、市内の学校施設や公共施設の耐震工
事が急速に進んでいます。ただ、市内の学童保育に
利用している施設の地震に対する備えは十分なのか
心配です。

将来を託す子どもたちが、安全で安心して生活で
きる環境づくりは非常に重要です。それぞれの施設
の耐震診断を行い、耐震工事が必要な施設は工事を
実施してはどうですか。

また、安心・安全な環境づくりのため、学童保育
指導員の増員をしてはどうですか。

２面左上へつづく

８日の一般質問

９日の一般質問



月　日 曜日 摘　　　　　　　要

9月5日 月 開　会　市長の提案説明等

６日 火 休　会

７日 水
一般質問（上野、河合、川上武徳

　　　　　　　　　　川上泉の４議員）

８日 木
一般質問（坊野、鳥越、佐藤、乗藤

　　　　　　　　　　　　　　 の４議員）

９日 金
一般質問（簀戸、森本、西田、

　　　　　　　　  藤原浩司の４議員）
休　会

１２日 月

議案　審議、採択
議案（補正予算、条例等）質疑　委
員会付託　請願等　委員会付託
（予算決算委員会）

１３日 火
議案（平成２２年度決算）質疑　委員
会付託

１４日 水 休　会  （市民福祉委員会）

１５日 木 休　会  （建設水道委員会）

１６日 金 休　会  （総務文教委員会）

休　会

２０日 火 休　会　（予算決算委員会）

２１日 水 休　会　（予算決算委員会）

休　　　会

２６日 月
議案（ 条例、補正予算、決算等）委
員長報告、審議、採決
閉会　　　（議会運営委員会）

１７日～１９日

２２日～２５日

平成２３年9月市議会定例会日程

１０日～11日

第８５１号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください(月額日刊紙２,９００円日曜版８００円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://jcp-seibu.sakura.ne.jp/morimoto/）でも見れます

１面右下よりつづく

３．井原市が行っている都市宣言に沿って啓発塔の

新設を

井原市の都市宣言は、昭和３５年７月１３日の「平

和都市宣言」に始まり、平成８年の「人権尊重の都

市宣言」までで８件あります。

この内、「暴力追放宣言」「健康福祉都市宣言」

「井原市非核平和都市宣言」の３件が、市役所西駐

車場に前記宣言を書いた３面の啓発搭があるだけで

す。

都市宣言で言えば、８件のうち２件しか建てられ

ていないというのが実情です。市民をはじめ市外の

方々にも、井原市はこんな宣言をしていますという

啓発のための搭です。早急にすべての都市宣言の啓

発塔を新設してはどうですか。

４．肺がん検診の早期発見と精度向上のため、「Ｃ

Ｔ検査」の導入を

市内の医師から次のような声を聞きました。「現

在、肺がん検診のため、市の検診などでは、胸(肺)

のＸ線撮影で診断している。確かにＸ線撮影でも早

期発見に効果はあると思うが、これで発見できない

こともあり、診断精度向上のためには「ＣＴ」が非

常に効果がある。」とのことでした。

費用はかさむと思いますが、肺がん検診に、更な

る早期発見と診断精度向上のため、「ＣＴ検査」の

導入を考えてはどうですか。

５．在宅血液透析患者への助成制度導入についての

今後の見通しは

６月議会で提言したことです。その後、市長は患

者の家族と会われて実情(窮状)をつぶさに聴かれま

した。全国的にも助成制度のある自治体はありませ

ん。もちろん、県下でも、在宅血液透析患者は、本

市に一人だけということもあります。

導入については医師会との関係もありましょうが、

是非実現してほしいと思います。今後の見通しはど

うですか。

６．市内にある中・大型の観光案内看板の補修・更

新を

市は、観光客の一層の増加をと様々な方法で大変

な努力をされています。そんな中で気になるのが、

市内に設置されている、中・大型の観光案内看板の

老朽です。色があせ、本体そのものも痛んでいるな

＞＞＞

＞＞＞

ど、補修・更新が必要な看板がいくらかあります。
観光客がこれらの看板を見て「なんだこれは？」

と思われないためにも、また、今後の観光客増を目
指すためにも早急に手を加えるべきではないですか。

７．放射線量測定器を購入し、定点での定期的測定
と希望者には出張測定を

東日本大震災時の原発事故後、放射線量について
の関心が非常に高まっており、市民の方から「井原
市には計測器があるんか？」「この周りで原発事故
がおきた時、事故前の放射線量がどれ位だったのか
を把握しておく必要があるんでは」などの心配や不
安の声を聞きます。

井原市でも放射線量測定器を購入し、定点での定
期的測定と希望者には出張測定をして、放射線量に
関して、市民の安心・安全の確保に努める必要があ
るのではないですか。

西田 久志議員

１．交通障害となる支障木の撤去について
２．（仮）田中ロード設立について

藤原 浩司議員

１．高齢者虐待について
２．資源ごみの分別等について


